

















ニトロニルニトロキシドをスピン源とした3電項分了 (8=1 )と 2竜項分了 (S-:1/2)が交可.積層 1
次元鎖を形成したモデル化合物において，磁化率.tl結品cw-ESH.などにより結晶中でのスピン状態を検討
した。 8=1は2つの8=1/2が有限の大きさの分子内強磁性的相互作用により結ばれてできたものである
ため. 山-典的なs=1 と S=1/2が交互に;tf~んで・いる描像の単純な適崩が間違いであると結論した。よて，




































こでは，結品中において， 1 次元ヘテロスピン鎖に沿ってヘテロスピン分子間に反磁性 ()~I~性〉の分子
間1垂項対が形成され，その結果電子磁気モーメントが部分的に消失し古典的な描像のフェ 1)磁'附的ス
ピン整列が実現されていないことを明らかにした。そして，これが開殻系有機分子園有の多中心性・スピ
ン密度の非局在性に起因することを解明した。第3草-では，純正有機フェリ磁性の実現を阻む要閃を克服
する分子設計方針を提唱しモデル錯体系の合成を試みた結果.起低温領域 (1K未満)においてフェリ
磁性的な磁気秩序状態を示唆する現象を初めて見出した。第4章では，新規な純正有機分了ーからなる 1次
元反強雌性スピン鎖が，古典的な磁性モデルでは記述できないことを明らかにした。
以上のように，本論文は，純在宵機フェリ磁性の本質を量子論的に初めて解明したものであり， スピン
科学と分デ性有機磁性研究の発展に寄与するところ大きく，博士(理学)を授与するに値すると審査した。
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